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産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉
の
祭
典｢

第
４
回
し
ま
興
し
祭
り｣

が
６
月
23
日
、
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
例
年
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
賑

わ
い
を
見
せ
る
会
場
に
は
、
今
年
も
１
，
０
０
０
人
を
超
す
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
前
庭
で
は
、
市
場
の
半
額
以
下
と
い
う
農
産
物
の
即
売
会
や
、
農
機

具
の
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
豚
の
ト
ン
ト
ン
レ
ー
ス
で
賑
わ
い
を
見
せ
、

ロ
ビ
ー
内
で
は
、押
し
絵
や
大
島
紬
の
展
示
な
ど
に
大
勢
の
人
が
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
加
藤
啓
雄
町
長
が｢

本
町
発
展
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
産
業
、
文
化
、

健
康
福
祉
の
さ
ら
な
る
発
展
は
、
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
に
つ

な
が
る
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
方
と
共
に
素
晴
ら
し
い
喜
界

町
を
創
り
上
げ
て
参
り
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

各産業分野で長年功績のあった町
民に表彰状と記念品が贈られまし
た。

表
彰
者
（
16
人
）（
敬
称
略
＝
順
不
同
）

▽
地
方
自
治
部
門

　

上
間　

一
寛
（
町
議
）
＝
手
久
津
久

　

栄　

忠
一
（
〃
）
＝
荒
木

　

外
内　

千
里
（
〃
）
＝
志
南

　

上
園
田　

幸
太
郎
（
〃
）
＝
赤
連

　

大
塚　

忠
（
元
区
長
） 

＝
塩
道

▽
産
業
部
門

　

岩
野　

浩
二
（
糖
業
部
門
）

　

益
田　

教
雄
（
畜
産
部
門
）

　

塩
屋　

春
吉
（
園
芸
部
門
）

　

福
島　

誠
（
観
光
部
門
）

▽
工
芸
部
門
（
紬
織
工
）

　

保
田　

イ
サ
コ
＝
先
山

　

牧
野　

タ
カ
＝
羽
里

　

畑　

島
＝
城
久

　

藤
元　

セ
ツ
エ
＝
前
金
久

　

村
上　

輝
子
＝
前
金
久

　

祐
名　

マ
ツ
エ
＝
白
水

　

食
文
化
史
研
究
家
の
第
一
人
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
西
武
文
理
大
学
客
員

教
授
の
永
山
久
夫
氏
が
「
あ
な
た
の
町

ら
し
い
食
文
化
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

永
山
氏
は
「
国
連
が
ま
と
め
た
『
世

界
経
済
社
会
調
査
２
０
０
７
』
に
よ
る

と
２
０
５
０
年
に
は
日
本
が
先
進
国
の

中
で
「
群
を
抜
く
高
齢
化
国
」
に
な

る
と
指
摘
。
こ
の
高
齢
化
の
割
合
は

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
５
０
年
の
間
に
、

日
本
は
26
％
か
ら
42
％
に
大
幅
増
加
す

る
と
予
測
し
て
い
る
」
と
解
説
。

　

そ
こ
で
「
日
本
人
は
何
故
、
長
生
き

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
う
。
そ
れ

は
「
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
伝

統
的
な
『
和
食
』
が
長
寿
大
国
・
日
本

を
支
え
て
い
る
と
話
す
。
中
で
も
ご
は

ん
や
み
そ
汁
と
い
っ
た
穀
物
類
が
特
に

良
い
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紫
外
線
を
多
く
浴
び
る
喜
界

島
で
も
、
抗
酸
化
成
分
で
あ
る
カ
テ
キ

ン
な
ど
を
定
期
的
に
取
る
よ
う
に
す
る

と
、
血
糖
値
調
節
作
用
、
抗
酸
化
作
用
、

老
化
抑
制
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
、
老

化
防
止
に
も
繋
が
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

永
山
氏
は
昭
和
７
年
、
福
島
県
生
ま

れ
。
食
文
化
史
研
究
家
、
食
文
化
研
究

所
所
長
、
西
武
文
理
大
学
客
員
教
授
（
栄

養
管
理
論
）
の
肩
書
き
を
持
ち
、
古
代
か

ら
明
治
時
代
ま
で
の
各
時
代
の
食
事
復

元
研
究
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
独
眼
竜
政
宗
」「
武
田
信

玄
」「
春
日
局
」
等
で
主
人
公
の
食
事
を

再
現
。
古
代
及
び
長
寿
村
の
食
生
活
を

長
年
に
わ
た
り
調
査
し
、
健
康
・
長
生
き
・

ボ
ケ
知
ら
ず
と
し
て
の
和
食
の
優
れ
た

効
能
を
提
唱
し
、
最
近
は
、「
不
老
長
寿
」

の
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　舞台発表は大正琴グループ「琴友会」の演奏で幕を開け、詩吟や日舞、
島唄、合唱、エイサーなどが披露され、最後は六調で締めました。

同
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
は
、
血
圧
測
定
や
栄

養
指
導
、
血
管
年
齢
、
体
脂
肪
と
活
力
年
齢
、

骨
密
度
測
定
な
ど
普
段
受
け
ら
れ
な
い
検
診

が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
あ
っ
て
終
日
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
町
民
の
往
来
が
多
い
。

啓発用ポスター
　祭りの最後には、お楽しみのわくわく抽選会もあり、
豪華な賞品の番号が読み上げられるたびに歓声が上が
りました。 また、姉妹町菱刈町からの景品も多数出品。
一緒になって祭りを盛り上げてくれました。

和牛改良組合フリーマーケット 菱刈町観光課 伊佐米の試食 クロカワカジキなドの即売会 子豚のトントンレース
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教
育
相
談
員
に　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

福
岡
勇
功
氏

　

学
校
に
お
け
る
教
育
相
談
体
制

を
充
実
す
る
視
点
か
ら
配
置
さ
れ

る
教
育
相
談
員
の
辞
令
交
付
式
が

６
月
21
日
、
町
役
場
教
育
長
室
で

あ
り
、
晴
永
教
育
長
か
ら
福
岡
勇

功
（
上
嘉
鉄
）
氏
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
で
は
、
晴
永
教
育

長
が
「
福
岡
先
生
も
本
日
か
ら
町

教
育
委
員
会
の
一
員
。
気
兼
ね
な

く
職
員
と
連
携
を
図
り
、
本
町
の

児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
。

　

こ
れ
を
受
け
て
福
岡
氏
が
「
各

学
校
の
先
生
方
が
、
児
童
・
生
徒

へ
全
力
で
指
導
に
あ
た
る
姿
に
は

感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
」。
今
後

は
「
町
教
育
委
員
会
の
一
職
員
と

し
て
早
速
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は｢

不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
。
児
童
・
生
徒
が
よ

り
よ
い
方
向
へ
と
導
い
て
い
く
た

め
に
、日
々

研
鑚
を
積

ん
で
参
り

ま
す｣

と

就
任
の
抱

負
を
述
べ

ま
し
た
。

開
園
記
念
運
動
会

　

喜
界
町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
喜
界
園
」
で
６
月
７
日
、
開

園
記
念
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
は
梅
雨
の
雨
に
影

響
さ
れ
、
室
内
で
の
開
催
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
約
５
年
ぶ
り
に

園
庭
で
行
わ
れ
た
競
技
に
は
、
入

園
者
と
家
族
、
職
員
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

神
田
健
一
園
長
と
入
園
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
、競
技
が
開
始
。

　

入
園
者
が
紅
白
に
分
か
れ
、
パ

ン
食
い
競
争
や
「
ヘ
ウ
ホ
ル
ナ
ノ

テ
？
？
？
」
こ
れ
を
逆
さ
に
読
む

と
「
テ
ノ
ナ
ル
ホ
ウ
ヘ
」
な
ど
競

技
種
目
名
に
も
職
員
の
思
考
を
凝

ら
し
た
内
容
が
詰
め
込
ま
れ
、
園

庭
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

海
岸
環
境
保
全
に
一
役　
　
　
　

　
　
　

役
場
職
員
総
出
の
清
掃

　

｢

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

利
用
者
に
気
持
ち
よ
く
施
設
に
訪

れ
て
ほ
し
い｣

と
藤
村
副
町
長
や

町
役
場
職
員
、
約
２
５
０
人
が
６

月
22
日
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
一
帯
の

海
岸
線
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
は
建
設
課
の
呼
び
掛

け
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
仕
事
を

終
え
た
午
後
５
時
45
分
か
ら
約
１

時
間
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

職
員
ら
は
海
岸
に
漂
着
し
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
用
品
や
流
木
な
ど
を

収
集
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所
ま
で

何
回
も
往
復
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ビ
ー
チ
内
で
は
、
小
石
な
ど

小
さ
な
ゴ
ミ
ま
で
丹
念
に
拾
い
集

め
重
機
で
搬
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
ま
興
し
祭
り
の
た
め

に
来
島
し
て
い
た
、
菱
刈
町
の

方
々
も
、
自
発
的
に
参
加
し
、
町

職
員
と
一

緒
に
な
っ

て
海
岸
環

境
保
全
に

御
協
力
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　喜界町商工
会（豊岡力会
長）はボラン
ティア活動の
一環として６
月10日、塩道
長浜公園の清

掃作業を行い、役員ら約50人が参加しました。
　毎年、６月10日の「商工会の日」に合わせ、、女
性部と青年部が主体となって美化作業を実施。昨年
まではスギラビーチを中心に清掃を行っていたが、
昨年イベントで借りた「恩返しに」と初めて同公園
まで足を伸ばしました。
　作業は午前８時30分から約２時間、長く伸びた雑
草や芝を草刈り機で刈り取り、たばこの吸い殻や空
き缶なども同時に拾い集め、トラックで搬出されま
した。
　清掃作業を見守った川島亨塩道三区長は「見違え
るように綺麗になった。最高じゃ」と感謝を述べて
いました。

　自転車で旅を続け
る静岡県在住の小川
清さん（62）が６
月２日、喜界島に立
ち寄りました。２日

間ほど滞在後、奄美群島を南下しな
がら沖縄県の与那国まで約４ヶ月か
けて島々を訪問する予定。
　小川さんは、７年前に妻を亡くし、
また自らも脳梗塞や脳出血などの大

病を患いながらも、健康増進のため大好きな旅を続け
ています。
　自転車での旅行は「地域の人と直に触れ合うことが
できるから」と語り、人情をも追い求める小川さんは、
民宿での宿泊もお気に入り。「地域の食材を食べなが
ら旅談義に花を咲かせられる」と話し、アットホーム
な雰囲気を満喫。
　最後に、島の印象を聞いてみると「都会ズレしてい
ない素朴さが離島全て共通していて、皆さん『親切』
に対応してくれます」と振り返り話してくれました。

　児童・少年健全育成を目的に全国の民間団体に対
して助成活動を行っている日本生命財団法人がこの
ほど、県庁で今年度認定された団体に対して目録贈
呈式を行いました。
　認定されたのは県内で 13団体。本町からは「喜界
子ども劇場」と「てぃだの会」が喜界島初の対象団
体として認定を受けました。
　助成を受けるための活動は、乳幼児期から青年期
にかけて生活圏の中で日常的かつ継続的に「自然と
のふれあい」や「人とのふれあい」を通じ、様々な
実体験を重ねていくことなどを重点対象分野に掲げ、
県知事の推薦も必要となります。
　贈呈式に参加した宜名真孝子（湾）さんは「県内
で活躍する団体の内容を把握することもでき、今後、
活動していく上で、元気を貰いました」と話しました。

助成内容
▽喜界子ども劇場
　キャンプ用テント・
用具一式・天体望遠鏡
▽てぃだの会
　子ども用遊具・マッ
ト一式

　第一中学校（金久義人校長・生徒 188 人）と第二
中学校（祝義文・生徒 28人）の１年生を対象にした
農業体験学習がこのほど営農支援センターで行われ
ました。
　学校ごとに行われた体験学習には、町産業振興課
の職員が講師役を務め、ハウス内で実証栽培されて
いるマンゴーやパッションフルーツ、トマトなど栽
培方法や収穫時期、出荷先などを解説。また、施設
の裏庭ではオオゴマダラの生態なども観察。生徒ら
は島の特産品の一端に触れ、熱心に学習に励んでい
ました。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

　

喜
界
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
理
事
長
・
加
藤
町
長
）
の

総
会
が
６
月
８
日
、
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
約
三
十
人
が
出
席
。

平
成
18
年
度
収
支
決
算
、
平
成
19

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
、
役

員
改
選
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
加
藤
町
長
は
「
近

年
、
会
員
皆
さ
ん
の
努
力
で
業
績

が
好
転
し
て
ま
す
。
少
子
・
高
齢

化
時
代
の
中
で
、
特
に
高
齢
化
が

進
む
喜
界
島
で
、
会
員
皆
さ
ん
の

お
力
が
益
々
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
元
気
の
あ
る

島
づ
く
り
に
ご
賛
同
頂
き
た
い
」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
契
約
件
数
は
、
前
年

度
よ
り
10
件
増
の
４
４
６
件
。
契

約
金
額
は
約
２
０
０
万
円
減
の

１
，
０
７
９
万
円
余
り
。
主
な
職

種
は
家
庭
の
草
刈
り
や
墓
参
代
行

な
ど
。
今
年
度
は
、
主
に
新
規
会

員
の
誘
致

や
受
注
活

動
を
強
化

自
立
し
た

セ
ン
タ
ー

を
目
指
し

ま
す
。

八
月
踊
り
映
像
作
成

　

き
か
い
長
寿
・
子
宝
推
進
事
業

の
一
環
で｢

八
月
踊
り
映
像
作
成

委
員｣

の
委
嘱
状
交
付
式
が
５
月

11
日
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
行
わ

れ
、
北
島
公
一
委
員
長
ほ
か
13
人

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
各
区
長
か
ら
の
要
望

に
よ
り
、
各
集
落
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
八
月
踊
り
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
映
像
を
D
V
D
に
納

め
、
保
存
活
用
す
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
喜
界
島
で
初

め
て
行
わ
れ
る
貴
重
な
文
化
継
承

の
事
業
で
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

委
員
は
以
下
の
と
お
り（
敬
称
略
）

生
島
常
範
（
上
嘉
鉄
）・
岩
田
進

（
湾
）・
岡
村
進
一
郎
（
〃
）・
北

島
公
一（
佐
手
久
）・
外
内
千
里（
志

戸
桶
）・
濱
川
孝
久
（
志
戸
桶
）・

服
部
晃
（
中
里
）・
松
平
浩
久
（
伊

砂
）・
村
山
裕
嗣
（
川
嶺
）・
山
下

精
孔（
小
野
津
）・
吉
川
文
清（
湾
）・

今
村
憲
一
（
塩
道
）・
藤
岡
明
日

香
（
赤
連
）・
田
畑
省
吾
（
川
嶺
）

加藤町長らも家族会会員と一緒になって、
大会を盛り上げていました
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そ
の
壱
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
っ
て
何
？
」

　

暑
さ
が
一
段
と
増
し
て
き
ま
し

た
が
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す

か
。
さ
て
、
医
療
制
度
改
革
に
伴

い
来
年
度
か
ら
、
健
診
制
度
が
変

わ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
新
健

診
の
目
玉
と
し
て
打
ち
出
し
て
い

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
代
謝
、
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
は
症
候
群
と
い
う
意
味

の
英
語
）
に
つ
い
て
、
共
に
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
男
性
二
人
に
一
人
、
女
性
五

人
に
一
人
！
」
こ
の
数
字
は
、
日

本
人
40
〜
74
歳
で
見
た
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
と
そ
の
予
備
群
の

デ
ー
タ
で
す
。

　

皆
様
の
中
で
、
最
近
気
に
な
る

お
な
か
ポ
ッ
コ
リ
、
さ
ほ
ど
太
っ

て
い
な
い
の
に
、
ベ
ル
ト
が
き
つ

く
な
っ
て
き
た
な
ど
、
お
腹
が
気

に
な
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
立
し
た
別
の
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ウ
エ
ス
ト
周
り
に
た
ま
っ
た

「
脂
肪
細
胞
」
が
指
令
を
出
し
て
、

平成 19 年６月健診 山崎　晟大朗  くん 賀村　雄一郎  くん

血
圧
を
上
昇
さ
せ
た
り
、
血
糖
値

を
上
昇
さ
せ
た
り
、
血
中
の
脂
質

を
上
昇
さ
せ
た
り
し
て
悪
い
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」、
と
は
、
こ
の
内
臓
脂
肪
型

の
肥
満
を
ベ
ー
ス
に
、
高
血
圧
や

高
血
糖
血
中
に
脂
質
が
多
い
状
態

の
い
ず
れ
か
二
つ
を
併
せ
持
つ
状

態
を
い
い
ま
す
（
腹
囲
オ
ー
バ
ー

だ
け
で
も
要
注
意
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
は
「
ち
ょ
っ

と
高
め
」
で
、自
覚
症
状
は
な
く
、

薬
を
飲
む
と
い
っ
た
治
療
の
段
階

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
つ

い
つ
い
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
際
は
動
脈
硬
化
を
急
激
に
進
行

さ
せ
、
命
に
も
か
か
わ
る
危
険
な

状
態
な
の
で
す
（
表
）。

★
あ
な
た
は
内
臓
脂
肪
が
た
ま
っ

　

て
い
る
？
【
チ
ェ
ッ
ク
！
】

（
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
の
見
分
け
方
）

① 

ウ
エ
ス
ト
周
囲
計
を
測
っ
て
み

る
（
立
っ
た
ま
ま
で
へ
そ
の
位
置
で

は
か
る
。男
性
な
ら
は
85
㎝
以
上
、

女
性
な
ら
90
㎝
以
上
）

② 

お
な
か
の
脂
肪
を
つ
ま
ん
で
み

る
（
し
っ
か
り
と
つ
ま
め
る
場
合
は

皮
下
脂
肪
。
お
な
か
が
出
て
い
る

の
に
つ
ま
み
に
く
い
場
合
は
、
内

臓
脂
肪
が
た
ま
っ
て
い
る
危
険
性

大
）

③ 

ウ
エ
ス
ト（
Ｈ
）／
ヒ
ッ
プ（
Ｈ
）

比
を
出
す

（
1.0
以
上
は
要
注
意
で
す
）

★
夏
で
す
!!　

食
中
毒
に
注
意
!!

　

食
中
毒
は
、
夏
と
秋
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
食
中
毒
を
予
防
し
て

夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。
食
中
毒
予
防
の
原
則
は
、

①
菌
を
つ
け
な
い

②
菌
を
増
や
さ
な
い

③
菌
を
殺
す

　

の
３
つ
で
す
。
外
出
後
、
ト
イ

レ
後
、
食
前
調
理
前
後
の
手
洗
い

（
石
鹸
を
使
っ
て
流
水
で
）、
調
理

器
具
の
熱
湯
消
毒
、
食
品
は
低
温

で
保
存
し
て
、
よ
く
加
熱
し
て
食

べ
る
こ
と
な
ど
に
留
意
し
ま
し
ょ

う
。

本
大
会
出
場
チ
ー
ム
出
揃
う
！

第
34
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
競
技
別
交
歓
大
会
予
選
大
会

　

５
月
13
日
か
ら
３
週
に
わ
た
り

７
月
22
日
に
行
わ
れ
る
第
34
回
大

島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
歓
大
会
の
本
町
予
選
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

６
競
技
８
種
目
に
２
０
０
名
を

越
え
る
団
員
が
出
場
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

優
勝　

湾
サ
ッ
カ
ー
Ｓ
Ｐ

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）
競
技

　

優
勝　

坂
嶺
校
区
Ｓ
Ｐ

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）
競
技

　

優
勝　

湾
少
女
バ
レ
ー
Ｓ
Ｐ

○
卓
球
競
技
（
男
子
）

　

優
勝　

上
嘉
鉄
卓
球
Ｓ
Ｐ

○
卓
球
競
技
（
女
子
）

　

優
勝　

滝
川
卓
球
Ｓ
Ｐ

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

優
勝　

荒
木
Ｓ
Ｐ

○
軟
式
野
球
競
技

　

優
勝　

ガ
ッ
ツ
喜
界
Ｓ
Ｐ

○
剣
道
競
技

　

優
勝　

志
戸
桶
Ｓ
Ｐ

平
成
19
年
度
町
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
総
会
及
び
合
同
研
修
会

　

５
月
26
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
右
記
総
会
及
び

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
羽
佐
田
弘
会
長
に
再

任
さ
れ
た
外
、
平
成
19
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
（
案
）
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
夏
休
み
に
か
け

て
子
ど
も
会
活
動
が
活
発
に
な
る

こ
と
か
ら
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
）
講
習
会
を
子
ど
も

会
・
育
成
会
合
同
で
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
「
よ
り
楽
し
く
よ

り
安
全
に
活
動
す
る
た
め
に
は
危

険
を
察
知
し
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
重
要
だ
」
と
感
じ
、
真
剣
な
眼

差
し
で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

１
０
０
名
近
い
子
育
て
真
っ
最
中

の
親
集
ま
る
！

第
一
回
総
合
家
庭
教
育
学
級

　

平
成
19
年
度
第
一
回
総
合
家
庭

教
育
学
級
を
６
月
３
日
に
役
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
嘉
原
カ
ヲ
リ
さ
ん
（
奄

美
看
護
福
祉
専
門
学
校
講
師
）
を

招
き
「
豊
か
な
子
育
て
、
親
育
ち

〜
本
（
絵
本
）
が
結
ぶ
家
族
の
絆
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
人
や
本
と
の
触
れ
合
い
、
そ

し
て
様
々
な
体
験
活
動
が
子
ど
も

た
ち
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
豊
か

な
心
を
育
む
と
い
う
お
話
し
で
、

読
み
聞
か
せ
を
含
む
読
書
活
動
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
折
田
美
加
さ
ん
（
平
成

18
年
度
湾
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

委
員
長
）
が
「
家
庭
で
の
取
組
と

課
題
」
と
題
し
て
、
子
ど
も
の
ほ

め
方
・
し
か
り
方
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
も
確
立
な
ど
家
庭
教
育
学

級
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

老
若
男
女
50
名
が
参
加
し
、
心
地

よ
い
汗
を
流
す
！

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

　

町
体
育
指
導
委
員
会
（
東
正
人

会
長
）
が
６
月
９
日
に
第
二
中
学

校
体
育
館
・
校
庭
で
校
区
民
を
対

象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
早
町
中
校
区
民
を
対
象

に
し
た
教
室
が
講
評
で
昨
年
度
に

引
き
続
き
企
画
し
た
も
の
で
す
。

町
体
育
指
導
委
員
会
は
早
い
機
会

に
一
中
校
区
で
も
開
催
し
、
町
民

に
気
軽
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
さ
ら
に
広
げ
た
い
と
話
し
て

い
ま
す
。

〜
や
れ
ば
で
き
る
〜

平
成
19
年
度　

町
家
庭
学
習
サ

ポ
ー
ト
教
室
「
や
る
気
塾
」
始
ま

る
　

５
月
27
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
平
成
19
年
度

町
家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
「
や

る
気
塾
」
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
や
る
気
塾
」

は
今
回
で
第

４
期
目
を
迎

え
ま
し
た
。

小
学
４
年
生

31
名
、
５
年

生
19
名
、
６

年
生
10
名
、

中
学
生
９
名
の
計
69
名
の
参
加
者

が
い
ま
す
。
５
月
17
日
に
は
、
高

校
生
も
12
名
参
加
し
ま
し
た
。

「
や
る
気
塾
」
で
は

①　

学
習
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し

さ
を
味
わ
う
。

②　

集
中
し
て
学
習
す
る
習
慣
を

身
に
付
け
る
。

③　

力
が
付
く
学
習
の
仕
方
を
身

に
付
け
る
。

④　

同
じ
よ
う
に
が
ん
ば
る
多
く

の
仲
間
を
つ
く
る
。

と
い
う
こ
と
を
ね
ら
い
に
子
ど
も

た
ち
が
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
各
小
・

中
・
高
等
学

校
の
先
生

方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師

と
し
て
参
加

し
、
子
ど
も

た
ち
の
質
問

に
答
え
た
り
、
効
率
よ
い
学
習
の

進
め
方
を
教
え
た
り
し
ま
す
。

今
後
も
参
加
希
望
が
あ
れ
ば
、
随

時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
各
学
校

の
担
任
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

出場権をかけて４チームが激突し
たソフトボール競技

本（絵本）の大切さを語った
嘉原カヲリさん

ＲＤチャレンジなど６種目
を紹介

子供も大人も参加したＫＹＴ講習
会の模様

開講式での子どもの様子ボランティア講師と一緒に
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介
護
に
関
す
る
知
識
・
技

術
を
学
び
た
い
と
き
、
福

祉
用
具
・
住
宅
改
修
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
き
は

　
「
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」

内
の
「
鹿
児
島
県
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
介
護
に
関
す
る

図
書
・
ビ
デ
オ
の
閲
覧
・
貸
出
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
県
民
や
介
護
専
門
職

の
方
々
向
け
に
、
様
々
な
介
護
に
関

す
る
講
座
や
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
用
具
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
常
設

展
示
し
、
随
時
、
福
祉
用
具
・
住
宅

改
修
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
る

ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
住
宅
改
修
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　
【
鹿
児
島
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

　

ン
タ
ー
】 

　

☎
０
９
９
ー
２
２
１
ー
６
６
１
５

　

鹿
児
島
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

　

タ
ー 

　

長
寿
社
会
課 

企
画
振
興
係 

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
６
９
６

す
こ
や
か
長
寿
社
会
運
動

　

鹿
児
島
県
で
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
た
め
「
す
こ
や
か
長

寿
社
会
運
動
推
進
事
業
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

※ 

「
す
こ
や
か
長
寿
社
会
運
動
」
と

は
・
・
・

　

す
こ
や
か
で
心
豊
か
な
長
寿
社
会

の
建
設
を
進
め
る
た
め
、
高
齢
社
会

に
対
す
る
県
民
の
意
識
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
自
立
、
健
康

と
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
県

民
運
動
で
す
。

◇
シ
ル
バ
ー
文
化
作
品
展

　

高
齢
者
の
創
作
に
よ
る
日
本
画
、

洋
画
、
書
、
工
芸
、
写
真
、
彫
刻
の

作
品
を
展
示
し
、
高
齢
者
の
趣
味
活

動
や
文
化
創
作
意
欲
を
高
め
る
こ
と

で
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
な
ゆ
と

り
あ
る
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。 

● 

開
催

　

平
成
19
年
９
月
12
日
（
水
）
〜
16

日
（
日
）

● 

開
催
場
所

　

県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
ほ

か● 

出
展
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方 

◇
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

　

会

　

高
齢
者
の
心
身
の
健
康
の
保
持
と

生
き
が
い
の
助
長
を
は
か
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

● 

実
施
地
区

　

７
地
区
13
地
区
会
場 

● 

実
施
時
期

平
成
19
年
９
月
〜
11
月 

● 

実
施
種
目

　

多
数
の
高
齢
者
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
種
目
、
世
代
間
の
交
流
・
交
歓

が
で
き
る
種
目

▽
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
長
寿
社
会
課

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
６
９
６

錦
江
湾
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
！
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
０
７

　

錦
江
湾
岸
の
魅
力
あ
る
数
々
の
場

所
（
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
を
ま
わ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。
ビ
ン
ゴ
の

形
を
し
た
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
い
き
、
で
き
た
ビ
ン
ゴ

の
数
で
ス
テ
キ
な
賞
品
が
抽
選
で

２
５
８
名
様
に
当
た
り
ま
す
。

● 

期
間

　

平
成
19
年
７
月
１
日
（
日
）
〜
10

月
31
日
（
水
）

● 

参
加
方
法

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
１
名
様
に
つ
き
１
口
と
な
り

ま
す
。（
重
複
応
募
は
無
効
に
な
り

ま
す
。）

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
ア
ッ

プ
講
座 

・ 

ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
若
者
相
談
会

等
▽
問
い
合
わ
せ

　

 

鹿
児
島
県
若
者
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

通
称
：
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー

ク
か
ご
し
ま)

　

☎
０
９
９
ー
２
１
６
ー
９
０
０
１

第
38
回
九
州
芸
術
祭
文
学

賞
の
作
品
（
小
説
）
に
つ

い
て

　

財
団
法
人
九
州
文
化
協
会
で
は
、

平
成
19
年
度
第
39
回
九
州
芸
術
祭
の

行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る｢

第

38
回
九
州
芸
術
祭
文
学
賞｣

の
作
品

（
小
説
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
は
、
県
内
在
住
者
の
力

作
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
!!

● 

応
募
資
格

　

九
州
（
沖
縄
を
含
む
）
在
住
者

● 

応
募
作
品

　

小
説
（
未
発
表
作
品
一
編
に
限
る
。

同
人
誌
を
含
め
既
発
表
作
品
は
不

可
）

● 

応
募
条
件

　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
55
枚
〜

60
枚

　
（
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
も
縦
書
き
Ａ

４
版
で
１
枚
20
字
詰
め
20
行
の
こ

と
。
原
稿
に
は
頁
数
を
入
れ
る
。
読

み
や
す
い
大
き
さ
の
文
字
を
選
ぶ
こ

と
。）

⑴ 

原
稿
に
は
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
別
）、
生

年
月
日
（
年
齢
）、
連
絡
先
電
話

番
号
を
必
ず
明
記
、
簡
単
な
略
歴

を
付
け
る
こ
と
。

⑵ 

原
稿
に
は
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
１
、２
枚
程
度
の
梗
概
を
必

ず
つ
け
る
こ
と
。
作
品
は
、
で
き

る
だ
け
当
用
漢
字
、
新
仮
名
づ
か

い
に
よ
る
こ
と
。

⑶ 

文
字
は
鉛
筆
で
書
か
な
い
こ
と
。

⑷ 

原
稿
は
返
却
し
な
い
。（
必
要
な
人

は
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
く
こ
と
）

　

以
上
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な

い
原
稿
は
、
初
め
か
ら
審
査
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

● 

応
募
締
切

　

平
成
19
年
８
月
31
日
（
必
着
）

● 

原
稿
提
出
先
（
鹿
児
島
県
在
住
者

の
場
合
）

　

〒
８
９
０
ー
８
５
７
７

　

 

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町

１
０
番
１
号

　

 

鹿
児
島
県
環
境
生
活
部
生
活
・
文

化
課 「
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
作
品

係
」
宛

福
祉
・
保
健
医
療
職
場
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
参
加
者
募

集
　

県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
祉
職
場
の
人
材
確
保
と
求
職
希
望

者
の
求
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
と
求
職
希

望
者
と
の
就
職
面
談
会
を
８
月
７
日

に
開
催
し
ま
す
。

● 

期
日
及
び
会
場

　

平
成
19
年
８
月
７
日
（
火
）

か
ご
し
ま
国
際
ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー
ク

ベ
イ
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン

● 

日
程
及
び
主
な
内
容

　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
40
分
ま

で
　

就
職
セ
ミ
ナ
ー
（
受
付
午
前
９
時

30
分
か
ら
）

　

福
祉
の
仕
事
と
そ
の
魅
力
、
福
祉

職
場
が
求
め
る
人
材
、
福
祉
職
場
就

職
の
心
構
え
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
就

職
面
談
会
（
受
付
午
後
０
時
30
分
か

ら
）

　

福
祉
保
健
医
療
職
場
の
人
事
担
当

者
と
求
職
希
望
者
が
、
仕
事
内
容
、

求
人
時
期
、
条
件
、
募
集
方
法
等
に

つ
い
て
個
別
に
面
談
し
ま
す
。 

併
せ

て
、
求
職
登
録
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
福

祉
等
関
係
資
格
取
得
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
ー
２
５
８
ー
７
８
８
８

特
別
企
画
展
「
鹿
児
島
の

天
然
記
念
物
」
〜
入
場
無

料
〜

　

南
北
６
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も

お
よ
ぶ
鹿
児
島
に
は
、
独
特
の
地
形

と
そ
こ
に
暮
ら
す
貴
重
な
動
植
物
が

あ
り
、
数
多
く
が
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
水
の
ツ
ル
や

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
、
屋
久
島
の

ス
ギ
原
始
林
な
ど
、
鹿
児
島
の
天
然

記
念
物
を
紹
介
し
ま
す
。

● 

日
時

　

平
成
19
年
７
月
14
日
（
土
）
〜
９

月
２
日
（
日
）
９
時
〜
17
時

● 

会
場

　

鹿
児
島
県
立
博
物
館　

本
館
１
階

企
画
展
示
室

● 

展
示
内
容

・
天
然
記
念
物
と
は

・
天
然
記
念
物
の
植
物
た
ち

・
天
然
記
念
物
の
動
物
た
ち

・
天
然
記
念
物
の
地
質

・ 

未
来
に
つ
な
ぐ
奄
美
の
夜
の
動
物

た
ち
（
生
体
展
示
）

※ 

標
本
や
生
態
写
真
、
生
き
た
動
物

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
お
詫
び
と
訂
正
●

先
月
号
の
「
戸
籍
の
窓
」
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
次
の
と

お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤
＝
岩
松　

真
紀

正
＝
岩
松　

直
紀

▽
問
い
合
わ
せ

　

 

県
庁
地
域
政
策
課
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
係　

ま
で

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
４
２
４

行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相

談
所
の
開
設

　

警
察
で
は
８
月
１
日
（
月
）
〜
８

月
31
日
（
水
）
ま
で
の
間
「
行
方
不

明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

・ 

長
い
間
音
信
が
な
く
、
連
絡
が
と

れ
な
い

・ 

家
出
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
い

　

な
ど
の
理
由
で
、
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
る
方
を
探
し
て
お
ら
れ
る

ご
家
族
の
方
な
ど
、
お
気
軽
に
相
談

所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

相
談
所
に
お
い
て
は
、
家
出
時
の

服
装
、
所
持
品
、
身
体
特
徴
に
つ
い

て
も
う
一
度
お
聞
き
し
て
再
度
調
査

す
る
と
と
も
に
、
写
真
を
お
持
ち
で

あ
れ
ば
写
真
か
ら
の
再
調
査
も
実
施

い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

名
瀬
警
察
署
鑑
識
係

　

☎
０
９
９
７
ー
53
ー
０
１
１
０

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　

☎
０
９
９
ー
２
０
６
ー
０
１
１
０

若
年
者
で
就
職
活
動
に

困
っ
て
い
る
と
き
は

　

若
者
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

通
称
：
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ク
か
ご
し
ま)

は
、
若
年
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

就
職
に
関
す
る
情
報
提
供
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
各
種
セ

ミ
ナ
ー
、
就
職
支
援
、
併
設
す
る
ヤ

ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
相

談
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
が
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
ら
れ
る
施
設
で

す
。 

　

こ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。 

例
え
ば
・
・
・ 

・ 

自
分
に
合
う
仕
事
が
分
か
ら
な
い
。 

・ 

仕
事
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
情
報
を

集
め
た
い
。 

・ 

今
す
ぐ
仕
事
を
探
し
た
い
。 

・ 

ア
ル
バ
イ
ト
を
続
け
て
い
て
も
将

来
が
不
安
。 

・ 

仕
事
に
役
立
つ
技
術
を
身
に
つ
け

た
い
。 

主
な
セ
ミ
ナ
ー
内
容 

・
求
職
活
動
支
援
講
座 

・ 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
＆
魅
力
ア
ッ
プ

講
座 

・
職
場
見
学
会 

・
企
業
説
明
会
＆
就
職
面
接
会 

・ 

デ
リ
バ
リ
ー
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
離

島
な
ど
に
出
向
い
て
実
施
し
ま
す
） 

・
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

日時：平成 19年８月 18 日（土）
場所：スギラビーチ野外ステージ
主催：喜界町青年連絡協議会
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様
々
な
ス
タ
イ
ル
の　
　
　

　

お
墓
が
発
見
さ
れ
る
（
Ⅲ
）

　

城
久
遺
跡
群
で
発
見
さ
れ
て
い

る
土
坑
墓
（
お
墓
）
の
事
例
が
中

世
墓
研
究
者
の
間
で
ど
の
よ
う
な

点
が
注
目
を
集
め
て
い
る
か
に
つ

い
て
、
今
月
号
で
は
少
し
話
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
者
の
見
解
を
ま
と
め
ま
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
徴
①

　

日
本
の
同
時
代
に
は
、
屋
敷
墓

と
い
う
土
葬
墓
が
主
流
を
占
め
る

頃
で
、
陶
磁
器
を
副
葬
す
る
も
の

が
多
い
が
、
祭
祀
具
と
し
て
納
め

ら
れ
て
も
の
で
、
壺
を
入
れ
る
事

例
は
な
い
。

　

ま
た
、
屋
敷
墓
は
、
単
独
か
二

基
程
度
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
城
久
遺
跡
群
で
は
、
壺
を

副
葬
品
と
し
て
る
、
お
墓
も
複
数

確
認
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
②

　

日
本
の
火
葬
は
は
８
世
紀
初
頭

頃
に
導
入
さ
れ
、
９
世
紀
い
っ
ぱ

い
ぐ
ら
い
で
律
令
制
の
衰
退
に
よ

り
い
っ
た
ん
下
火
に
な
る
。
次
に

流
行
す
る
の
は
12
世
紀
後
半
頃
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
城
久
遺

跡
群
の
火
葬
は
、
11
世
紀
後
半
〜

12
世
紀
中
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

ま
と
め

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
一
般
的

な
傾
向
か
ら
喜
界
島
の
事
例
を
見

る
と
、
葬
法
、
副
葬
品
の
在
り
方
、

散
在
的
な
が
ら
群
を
な
す
こ
と
な

ど
、
同
時
代
の
日
本
葬
法
と
は
明

ら
か
に
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
本
州
や
九
州
の
影
響

を
受
け
て
造
営
さ
れ
た
土
坑
墓（
お

墓
）
で
は
な
い
と
い
え
る
。
こ
の

形
態
の
お
墓
を
持
つ
集
団
が
日
本

に
求
め
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
中

国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
に
そ
の
起
源

を
求
め
る
作
業
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
こ
の
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
は
、

時
期
尚
早
の
感
も
あ
り
ま
す
が
、

は
っ
き
り
い
え
る
の
は
、
こ
れ
ま

で
に
は
あ
ま
り
な
い
事
例
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
、
記
載
し
ま
し
た
研
究

者
の
見
解
は
、
去
る
５
月
に
来
島

さ
れ
城
久
遺
跡
群
を
見
学
し
て
い

か
れ
ま
し
た
奈
良
県
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
の
狭
川
氏
の
所
見
を
参

考
に
し
た
も
の
で
す
。

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 募集人員 合格発表

航空学生
高卒（見込含）
21 歳未満

8月 1日～
9月 7日
※１

1次 9 月 22 日
2次 10 月 13 ～ 18 日
3次 11 月 11 日～
12 月 7日

海　約 70 名
（うち女子若干名）
空　約 70 名
（うち女子若干名）

１次     10 月 5 日
２次     11 月 1 日
最終 20 年 1 月 25 日

一般曹候補生
18 歳以上
27 歳未満の者

8月 1日～
9月 7日
※１

1次  9 月 17 日
2次 10 月 5 ～ 12 日

陸　約 4,150 名
（うち女子約 155 名）
海　約 1,140 名
（うち女子約 75 名）
空　約 1,000 名
（うち女子 105 名）

１次　 10 月 1日
最終   11 月 14 日

２　　　　等
陸・海・空士

男
子

18 歳以上
27 歳未満の者

年間を通じて
行っております

受付時にお知らせし
ます
※２

陸　約 4,760 名
海　約 1,260 名
空　約 1,740 名

試験時にお知らせしま
す

女
子

18 歳以上
27 歳未満の者

8月 1日～
9月 8日
※１

9月 24・25 日
陸　約 500 名
海　約  80 名
空　約 150 名

11 月 16 日

※１：平成 20 年 3月中学校・高等学校卒業予定者及び中等教育学校前期課程修了予定者、卒業予定者の受付については、上
表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。

※２：平成 20 年 3 月高等学校卒業予定者及び中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成 19 年 9 月 16
日以降に行います。

※詳細につきましては、役場総務課（65-1111）又は、自衛隊鹿児島地方協力本部大島事務所（53-9103）

平成 18年度　自衛官等募集案内
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喜界町の推計人口
（平成 19年６月 30日現在）

世 帯 数・・・・・・・・ 3,771戸 （- ９）

人 口・・・・・・・・ 8,420人 （-11）

男 ・・・・・・・・ 3,982人 （- ６）

女 ・・・・・・・・ 4,438人 （- ６）
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　６月 12 日に開幕した平成 19 年度奄美大島総合体育大会が奄美市や奄美群島の各地で開催され、本町の早
町中学校野球部が創設以来 ｢初｣ となる県大会出場への快挙を成し遂げ、また、第一中学校のテニス競技が
４年振りの栄冠を手にし、陸上競技も県大会出場を決めました。
　ここでは、各競技の県大会出場に向けての抱負をご紹介いたします。

　久々に県大会出場！。
　県大会では、郡総体の活躍を
バネに充分な力が発揮できるよ
う、臆することなく堂々と競技
に挑んできます。皆様のご声援
宜しくお願いします。
・１年男子 1500m走
　　三浦大輝・来龍平
・３年男子 1500m走
　　　　　3000m走
　　賀光哉
・共通走り高跳び　　上栫伸太郎
・１年女子 800m走　浦口友華
・３年女子   800m走
　　　　　1500m走
　　美代奈津実

　県大会で
は、各地区か
ら集まった
強豪を相手
にすること

になるが、奄美最強の名に恥じ
ないプレーができるよう、これ
から約１ヶ月の練習をさらに頑
張っていきたいと思う。
個人戦
　與謝野仁・村上友紀
団体戦
　與謝野仁・村上友紀
　得田雄誠・後藤優介
　重村力・長田聡
　出場者＝３年生

　僕たち早町中学校野球部は３
年生７名、２年生８名、１年生
８名の計 23 名です。「県大会出
場」を目標に日々練習に励んで
きました。ピッチャーを中心と
した守り、みんなでつないで点
をとる攻撃で、一戦一戦を戦い
抜き、悔いの残らない試合をし
たいと思いますので応援よろし
くお願いします。



　町内・町外（島出身者に限る）の事業所や店舗などをお持ちの皆
さま、町の広報やホームページに広告を掲載して会社やお店の PRを
しませんか。　　　　 ▽問い合わせ　役場企画課　☎ 0997-65-1111

スギラ会場交通規制図　８月５日（日）　17：30 ～ 22：30
１．車両は、一方通行とし、第一ホテル側を入り口、ふくり側を出口とする。
２．　　　　の区間（ゴルフ場～慰霊塔付近）は 20：30～ 21：30（花火終了）までは、通行禁止とする。

　当日は、大変混雑が予想されますので、出来
るだけ乗り合わせてご来場ください。　また、
会場周辺では、交通誘導員の支持に従い、事故
のないようご協力をお願いいたします。


